
新規事業採択時評価結果（平成１６年度新規事業化箇所）
担 当 課：関東地方整備局都市整備課
担当課長名：東 智徳

事業名 事業 事業
環状第５の１号線（神宮前） 区分 街 路 主体 東 京 都
かんじょうだいごのいちごうせん じんぐうまえ

起終点
自：東京都渋谷区神宮前六丁目

と う き ょ う と し ぶ や く じ ん ぐ う ま え ろ く ち ょ う め

延長 ０．６ｋｍ
至：東京都渋谷区神宮前四丁目

と う き ょ う と し ぶ や く じ ん ぐ う ま え よ ん ち ょ う め

事業概要
本事業は、渋谷区恵比寿二丁目を起点として、北区滝野川二丁目に至る全長１４ｋｍのうち、渋谷区神

宮前六丁目から同区神宮前四丁目までの延長０．６４ｋｍについて、現道約２２ｍから都市計画道路幅員
２７ｍ～３０ｍへ拡幅改良するものである。
事業の目的、必要性
本区間は、都市の骨格を形成する重要な環状方向の幹線道路であり、渋谷・新宿・池袋という３つの副

都心を結ぶ都内で最も重要な路線の一つである環状第５の１号線の一部でもある。また、渋滞解消だけで
なく、都市再生を進める上でも、整備が必要である。
全体事業費 ８０億円 計画交通量 ４５，０００台／日
費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年
分析結果 ６８億円 １８８億円 平成１５年

億円 走行時間短縮便益： 185.0億円２．８ 事 業 費： 67.5
億円 走行費用減少便益： 0.0億円維持管理費： 0.7

交通事故減少便益： 3.2億円
事業の効果等
・都市再生（渋谷・新宿・池袋の３副都心を結ぶ重要な幹線道路である明治通りの渋滞を解消すること
で副都心の都市再生を支援する事業である ）。

・円滑なモビリテｨの確保（混雑時旅行速度が２０ｋｍ／ｈ未満である区間の旅行速度の改善が期待さ
れる ）。

関係する地方公共団体等の意見 本路線は、渋谷・新宿・池袋という３つの副都心を結ぶ骨格幹線
道路であり、営団地下鉄１３号線の導入空間としての機能を持っている。営団地下鉄１３号線は、平成１
９年度の開業予定であり、施行が始まっている。これに合わせて、本路線を拡幅整備するよう、渋谷区長
をはじめ、地元から要望がだされている。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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